
令和２年度 学校評価（総括評価表） 徳島県立鴨島支援学校 Ｎｏ１

重点課題 重点目標 評価指標 評 価 学 校 関 係 者 評 価
◆児童生徒 ＜小学部＞ 評価指標による達成度 自己評価 総合評価 （学校関係者の意見）
一人一人を ・児童一人一人の ①研究授業の指導内容及び指導案 ①指導案検討会及び回覧によ
大切にし， 特性や能力に応じ 検討会を年間４回以上行い，小 る指導案改善案の記載の機 Ａ （所見） Ａ ・評議員就任までは特別支援学
その個性や た支援により，一 学部の全ての教員が積極的に授 会を６回持ち，全ての教員 ・小学部全教員で取り 校との関わりが薄く，就任当初
能力に応じ 人一人が学びと成 業づくりに関わる。 が授業改善に関わることができた。組み，多様な視点で児童に応じ は特別支援教育の取組が十分理
て自己実現 長を実感できる授 た支援を検討した。また，共通 解できない面もあった。この度，
をめざす教 業づくりを行い， ②児童一人につき年間２回以上， ②作品が制作できた児童は年間２～ 理解が進むことにより，日々の 授業の様子等を画像や動画で視
育を推進す それぞれの力を発 ホームページ等で作品を発信す ７回ホームページ等で作品を発信 教育活動にも生かすことができ 聴することで，配付資料と併せ，
る。 揮できる教育の推 る。 することができた。 た。 「サマリー」を見せていただい

進を図る。 活動計画 活動計画の実施状況 たようで，特別支援学校の取組
①研究授業の指導内容及び指導案 ①小学部を２グループに分け，指導 ・ホームページでの発信の様子 がよく理解できた。
検討会等において，小学部の全 案作成過程での回覧による助言の は，学部集会で紹介した。また， ・学校の取組が昨年度よりも前
ての教員が助言等を行い，主体 記載，授業に向けた児童の実態， 作品展にも出展したことで，児 進しているように感じた。今後
的に授業づくりに関わる。 授業内容の検討会，授業実施後の 童の意欲につながった。 は，教員一人一人のICT活用能

検討会を行った。 ・児童自身や保護者から，ホー 力がさらに必要とされるため，
②児童の実態に応じて，計画的に ②病棟閉鎖のため，病棟児童の作品 ムページ閲覧の声が聞かれ，特 定期異動を踏まえ，学校全体の
作品を制作する。 は制作できなかったが，通学生に に自分がホームページ記事を作 ICT活用能力向上と平行して中

おいては図画工作での作品制作に 成した児童は，成就感や達成感 心的な立場の教員を育成してい
取り組むことができた。また交流 を味わうことができた。 ただきたい。
校との共同作品も制作することが ・困難な面も予測されるが，通
できた。 常学校と特別支援学校（学級）

＜情報視聴覚課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価 が，交流すること自体に意義が
・教員のICT活用 ①ICT機器や支援機器等の活用に ①ICT機器利用に関する研修 （所見） ある。次年度は，地域の学校と
に関する指導力の 関する校内研修や「遠隔授業」 は遠隔授業に関しての研修 Ａ ・研修会への参加状況やアンケ の直接（間接）交流をICTを活
向上を図り，児童 につながる研修を年間５回以上 や情報セキュリティーにつ ートの結果から，昨年度よりIC 用して再開していただきたい。
生徒の実態に即し 実施する。 いての研修を５回，ICT機器の操作，T機器の利用率が上がったこと ・今年度はこれまで以上にホー
たICT教材や支援 製作実習についても夏期休業中に が確認でき，ICT機器を活用し ムページで積極的に発信されて
機器を活用するこ ３回実施できた。また，個別研修 た教育への関心が高いことが理 いて，学校の様子がよくわかる。
とや，病棟・家庭 も適時行えた。 解できた。また，遠隔授業シス 以前は実施できなかったリモー
間をつなげる「遠 ②-1「遠隔授業システム」（テレ ②-1 遠隔授業システム（テレビ会議 テムを使った学習も頻繁に行な トでのスポーツ交流が特に印象
隔授業システム」 ビ会議システム）を利用した学 システム）を利用した学習は，学 われ，授業をはじめ地域との交 的であった。ボッチャをはじめ，
(テレビ会議シス 習を５回以上実施する。 校行事の利用も含め，10回以上実 流に活用することで，通学でき スポーツ交流を今後も進めても
テム等)を推進す 施することができた。 ない児童生徒の学習保障や交流 らいたい。
る。 ②-2 通学生保護者へのアンケー ②-2 通学生保護者へのアンケートで 活動の一助となった。

トで，「遠隔授業システム」を は，81％の保護者が「遠隔授業シ
用いた取組の実施について，70 ステム」を用いた地域交流の取組 ・今後は，本校の児童生徒の実
％以上保護者が理解している。 の実施が理解できていた。 態から，学校病棟間，家庭間で

活動計画 活動計画の実施状況 遠隔授業システム（テレビ会議
①ICT機器や支援機器等の活用に ①ICT機器・支援機器を利用した研修 システム）の利用が多くなるこ
関する内容や「遠隔授業」の手 は，改造マウスを使ったiPadの操 とが予想されるため，教職員の ・研究授業を通して子どもの実
法についての校内研修を実施す 作実習や小型コンピュータの製作 操作スキル向上のための研修や 態や指導の手立ての共通理解に
る。 等を行った。「遠隔授業」に関する 授業での利用の方法,活用の仕 取り組んだが，学部全体での共

研修は，「Zoom」「MeetingPlaza」 方，内容等を検討することが必 通理解までには至らない面もあ

次 年 度 へ の 課 題 と
今 後 の 改 善 方 策



の研修を実施した。 要と思われる。 った。各学級での学習活動の割
②-1 訪問教育の家庭と日程調整 ②-1 始業式・終業式・学校祭，学部 合が多く，共通理解をさらに進
を行い，学校行事や学部行事に 行事（お楽しみ会），校外学習，交 める必要があり，ケース会議や
参加する機会を設けたり，遠隔 流スポーツ大会（高等部・小学部）， 引継ぎ資料を回覧したり，ICT
授業専用（外部端末専用）タブ 藤井寺，吉野川市役所等とつなが を活用したりして，効率的で効
レットを配備して，積極的に遠 ることができた。 果的な情報共有を進めたい。
隔授業システムを利用する。 ・ホームページの更新について

は，全教職員が実施できる方法
②-2 教員のICT活用指導力に関す ②-2 12月に教員アンケートを，1月 に取り組みたい。
る研修及び遠隔授業システムの 中に保護者アンケートを実施した。 ・これまで，遠隔授業システム
事後アンケートを，教員及び保 教員の97％が，授業等でICT機器の の取組は，限定的・一時的な場
護者に実施する。 活用ができていた。 合であったが，コロナ禍により，

＜人権教育課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価 「ＧＩＧＡスクール構想」の整
・児童生徒のその ①-1 全児童生徒22名が「人権の ①-1 児童生徒全員が「人権 （所見） 備がなされ，今年度は年度途中
個性や能力に応じ 花」の取組に参加して，一人一 の花」の取組に参加して， Ａ ・「花」を人権週間のテーマに から遠隔授業システムを継続的
て，一人一人を大 人の個性や能力を生かした共同 一人一人の個性や能力を生 取り上げたことにより，昨年度 に実施する体制が整備できた。
切にする思いを人 作品を制作する。 かした共同作品を制作することが の人権週間テーマ「船」の作品 次年度は年度当初から，学校と
権週間の できた。 よりも，共同作品への参加が積 病棟・家庭・地域をつなぐこと
共同作品に表現す ①-2 人権週間後，児童生徒の個 ①-2 アンケート結果は，100％の教 極的になったと考える。 ができる環境整備を進めるとと
る。 性や能力を生かした作品作りが 員が肯定的評価であり，「個性や能 もに，有事・平事を問わず教員

できたかどうかについての教員 力を生かすことができた」が，86 ・新型コロナウイルス感染症の 一人一人が遠隔授業システムを
アンケートを実施し，80％以上 ％，「どちらかというとできた」が，影響で，病棟で学習する児童生 実施・活用することで児童生徒
の肯定的評価を得る。 14％であった。 徒の作品作りへの参加は困難で の学びを保障する研修体制に取

活動計画 活動計画の実施状況 あったが，笑顔の「花」として り組みたい。
①-1 教職員自身が，児童生徒一 ①-1 児童生徒一人一人を大切に日頃 顔写真等でも参加ができるよう ・コロナ禍により教育活動にお
人一人を大切にする思いを「人 の学習活動に取り組んできた成果 に参加方法を広げたことで，全 ける共同学習への活動制限があ
権の花を咲かそう」というテー が「人権の花を咲かそう」という 児童生徒の参加ができたと考え ることから，共同作品作りにも
マに込め，日頃の学習活動に取 共同作品に表れた。 る。 密を避けるなど配慮を要した
り組む。 ・人権週間後は，玄関ホールに が，次年度は一人一人の作品を
②12月４日から12月10日の人権週 ②12月４日から12月10日の人権週間 展示して，児童生徒の登下校時 結集する「コラージュ」の技法
間に，取組への思いを共同作品 に，談話ホールで共同作品を展示 や来校者が目にすることができ を用いて，感染症等による活動
として表現したものを展示した するとともに，児童生徒会による ている。 制限がある場合でも，一人一人
り，ホームページ等で発信した 校内放送やホームページ等で発信 を大切にする思いを表現できる
りする。 した。 ように取り組みたい。

令和２年度 学校評価（総括評価表） 徳島県立鴨島支援学校 Ｎｏ２

重点課題 重点目標 評価指標 評 価 学 校 関 係 者 評 価
◆安心安全 ＜小学部＞ 評価指標による達成度 自己評価 総合評価 （学校関係者の意見）
な学校づく ・医療や福祉等の ①年度末に授業に関するアンケー ①小学部教員へのアンケート
りを推進す 関係機関と連携 トを実施し，「専門家の意見を では，「そう思う」が80％， Ａ （所見） Ａ ・学校紹介が映像であり，学習
る。 し，専門家の助言 取り入れ安全に活動できた」と 「どちらかというとそう思 ・新型コロナウイルス 内容がよく分かった。コロナ禍

を学校の教育活動 いう評価を，小学部教員の80％ う」が20％の結果であった。 感染症の流行に伴い，臨時休業 でも学校の安心安全を確保しな
に生かし，安心安 以上から得られる。 後の教育活動再会にあたって がら，全ての数値目標を達成し，
全な学校生活を送 ②小学部で統一した引継ぎ資料の ②アンケートを基に引継ぎ資料の様 は，これまで以上に安全面に焦 Ａ評価となったことに感心し



れるように体制を 様式を作成するとともに，専門 式を作成できた。児童11名の資料 点を当て，医師の指示・助言を た。また，先生と生徒が一体と
整える。 家の意見を反映させた引継ぎ資 は現在作成中であり，今年度中に 受けたり，外部講師のセラピス なり，コロナ禍でもできること

料を，小学部児童10名全員に作 達成見込みである。 トに相談・助言を受けたりして に取り組まれ，学校が一丸とな
成する。 ※３学期より１名増 取り組んだ。その結果，安心安 っているように感じた。

全な教育活動の実施につなが ・施設敷地の一部に，土砂災害
活動計画 活動計画の実施状況 り，児童一人一人の力が一層発 特別警戒地域が含まれている。

①-1 食事に関する指導や自立活 ①-1 学校医，徳島大学病院等各主治 揮され，大きな成長を得ること 施設利用者が重度・高齢化して
動（からだ）の授業等，自立活 医，担当セラピスト及び外部講師 ができた。 きていることから，防災面では
動を実施するにあたり，定期的 のセラピストと連携をとり，学校 施設から移動しなくても安全確
に専門家の助言を受けて，指導 での自立活動等に関して専門家の ・不安を感じやすい児童につい 保できることを進めている。防
に反映させるとともに，指導に 助言を受けて，指導に反映させた。ても，保護者及び関係機関と連 災面や，スポーツなど，実施可
あたる教員間での共通理解を図 ケース会や記録の回覧により共通 携を進めたり学習活動の見直し 能な部分から学校と連携や交流
る。 理解を図った。 を図ったりすることで，児童が をしていきたい。

①-2 12月中に，小学部教員に自 ①-2 12月に，小学部教員にアンケー より安心できる学校生活を送る
立活動に関するアンケートを実 トを実施し，全員の回答を得た。 ことができた。今年度の成果を
施する。 次年度に確実につなげたい。

②引継ぎ資料の作成では，グルー ②アンケートにより引継ぎ資料で必
プ会を実施する等，複数名の視 要な項目を精選し，引継ぎシート ・コロナ禍でリハビリ見学がで
点を踏まえた引き継ぎ資料とな の書式を作成した。２月中に作成 きないなど専門家との相談機会
るよう作成する。 し，内容を検討する予定である。 が少なかったが，病院によって

＜特別活動課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価 は直接相談ができたり，電話相
・防災学習を通し ①年間２回の避難訓練以外に，各 ①各学部で年度当初に実施予 （所見） 談ができたりした事例もある。
て，災害時におけ 学部における防災学習を，年間 定日を決定し，それぞれの Ａ ・毎年，各学部で継続的に防災 次年度は，コロナが収束してい
る児童生徒の主体 １回以上実施する。 学部で１回実施した。 学習を行い，自然災害に対する ない場合でも連携できる方法に
的な 児童生徒の防災意識は高まりつ より，医療・福祉等の専門家と
安全確保の能力向 活動計画 活動計画の実施状況 つあると思われる。 の連携を密にし，学習活動時の
上を図る。 ①-1 各学部の児童生徒の実態に ①-1 小学部では，視聴覚教材を用い 安全確保を徹底したい。保護者

応じて，児童生徒が興味を持ち， て災害から身を守る方法を指導し，・来年度以降も，それぞれの学 を通じた電話相談や書面での連
積極的に取り組める学習内容を 中・高等部では，災害時に活用で 部の実態に合わせた教材を工夫 携方法の共有や，連携の必然性
選定する。 きる簡単な生活用品（スプーンや し，学習を継続していくことで の確認など，連携を進めるうえ

皿）の作り方を指導した。 主体的な安全確保の能力を向上 での教員研修が必須である。
①-2 災害時を想定した防災学習 ①-2 小学部では，自然災害のシミュ させていきたい。 ・コロナ禍のため，防災学習を
を実施することで，災害時にお レーション映像を見て，自分の身 児童生徒のみで行うこととな
ける安全確保について適切に対 を守る適切な行動を考える学習を り，一人一人の特性や発達段階
応できる力を養う。 行った。中・高等部では身近にあ を踏まえ，防災についてじっく

るものを活用し，災害時に対応す りと学ぶことができたが，防災
るための実践的な知識を養った。 学習を通した地域とのつながり

を深める活動はできなかった。
次年度は，新型コロナ感染症の
収束状況を見据えながら，地域
と交流したり，地域住民の防災
意識を喚起するような活動も取
り入れていきたい。
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令和２年度 学校評価（総括評価表） 徳島県立鴨島支援学校 Ｎｏ３

重点課題 重点目標 評価指標 評 価 学 校 関 係 者 評 価
◆教員の専 ＜中・高等部＞ 評価指標による達成度 自己評価 総合評価 （学校関係者の意見）
門性の向上 ・遠隔授業システ ①学校と病棟及び家庭・地域を，テ ①新型コロナウイルス感染症
を図り，授 ム（テレビ会議シス レビ会議システム等を活用して年 予防のため病棟閉鎖が継続 Ａ （所見） Ａ ・今年度は，コロナ禍となり，
業力と指導 テム等）を活用した 間６回以上学習活動を進める。 され，病棟での授業はできな ・吉野川市社会福祉課 学校運営が困難であったことが
力を高める。学習活動を実施し， かった。学校と家庭，地域等をつない 障がい福祉係や11番札所「藤井 推察されるが，リモートを活用

病弱特別支援学校 だ授業は年間６回以上実施できた。 寺」と連携した地域交流では，学 した取組が印象的であった。鴨
教員としての知識と 活動計画 活動計画の実施状況 校とリモートでつなぎ，遠隔交流を 島支援学校は，ICT活用が強み
技術を高める。 ①-1 教員を２グループに分け，Ａ班 ①-1 今年度の状況を踏まえて，学校と 実施できた。「エシカル」として取り であったと感じていたが，今年

（学校と病棟及び家庭），Ｂ班（学 地域・家庭での遠隔授業を中心に計 組んだ作品・製作過程の紹介や， 度はさらに強みが発揮された取
校と地域）に分けて，遠隔授業の 画と実践を進めた。特に，一部の生 質疑応答を行い，特別支援学校 組を進めていたことがよくわか
活動計画を立て，実践を進める。 徒が地域に出向いた地域交流では， の教育活動についての理解・啓発 った。今後は，保護者等，情報

回数を重ねるごとに成長が見られ， を進めることができた。 の受け手側が対応できない場合
主体性や社会性の促進につながっ ・遠隔授業後に振り返りを行うこと があるので，そのような方にも
た。 で，遠隔交流を重ねるごとに生徒 配慮をしていただきたい。

①-2 学習におけるタブレット端末活 ①-2 臨時休業中にタブレット端末の操 の主体性が見られ，交流先を意識 ・これまでの取組を定期異動を
用方法を検討しながら進め，活動 作研修に取り組み，教職員の操作方 した関わりができた。また，教員も 踏まえ，新規職員に周知したり，
内容の振り返りと改善を行い，次 法の習熟につながった。遠隔授業実 遠隔授業後の改善を重ね，遠隔 活用状況の事後アンケートを実
回の取組に生かす。 施後は，活動の流れや画面の切替 授業の質（活動内容，構図，音 施する視点は，取組の継続性や

えなどについて振り返ることで，次回 質，切替えのタイミング等）を高め 指導の積み重ねの面から重要な
の取組に生かすことができた。 ることができた。 ことである。また，新規の取組

＜研究課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価 を進めていることは，マンネリ
・研修会を通し ①外部講師を招聘した自立活動に ①身体の動き，手の機能や発 （所見） の打破と専門性の向上に向けて
て，病弱教育や肢 関するワークショップ形式の研 達，摂食嚥下についての研 Ａ ・外部講師を招聘した研修会 評価できる。
体不自由教育，発 修会を３回以上実施する。 修会を計３回実施した。 は，新型コロナウィルス感染症 ・「意欲につながる」「成就感や
達障がい等に関す ②特別支援教育や福祉に関する内 ②教材教具，発達障がい，アセスメ 拡大防止のため，県外の講師を 達成感を味わう」など抽象的な
る知識や経験を深 容のミニ研修会を年間５回以上 ント，福祉等に関するミニ研修会 招聘した研修会は中止とした 表現で評価する場合は，基礎的
め，専門性の向上 実施する。 を合計９回実施した。 が，その他の研修会は，感染症 資料，エビデンスとして，感想
を図る。 活動計画 活動計画の実施状況 対策を十分に行い実施すること 文などの具体的な資料や行動変

①-1 理学療法士や作業療法士， ①-1 社会人講師として本校に関わっ ができた。 容の結果等を別途準備しておく
言語聴覚士等の専門家を招聘す ている理学療法士や作業療法士， とさらによいと思う。
る。 言語聴覚士を講師として招聘した。・研究課で主催するミニ研修会

①-2 事後アンケートを実施して，①-2 事後アンケートでは，各研修会 は初めての取組となり，自由参
満足度や改善点を把握し，次年 ともに90％以上が「指導に生かせ 加であったが，80％を超える教
度に生かす。 そうだ／十分生かせそうだ」の回 員が参加し，それぞれの専門性

答であった。また聞いてみたい内 を高めることができた。教員個 ・生徒の実態によって遠隔授業
容について自由記述で回答が寄せ 々のニーズに応じた自由参加の における目標が異なるため，試
られた。 研修会を数多く設定することに 行錯誤しながら学級・HR担任を

②-1 臨時休業中や夏季休業中等 ②-1 臨時休業中（４月）や２～３学 より，主体的に参加しやすく， 中心に取り組み，全体的な活動
にミニ研修会を実施する。 期にミニ研修会を実施した。83％ また指導に生かすことのできる 内容と活動方法について共通理

の教職員がいずれかのミニ研修会 研修会になったと考える。 解を持って進めてきた。次年度
に参加した。 は遠隔授業の取組内容や方法を

②-2 年度当初から活用できる機 ②-2 臨時休業中に機器，教材を紹介 さらに高めるために，タブレッ
器や教材を紹介したり，事前ア するミニ研修会を実施し，２～３ トの活用方法に焦点を当て，取
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ンケートを実施したりすること 学期に事前アンケートを踏まえた 組が充実するようにしたい。
で，教員の研修ニーズを把握す 「アセスメント」「教材・教具の基礎 ・安心安全な授業の実施に必要
るとともに，校内の教員を講師 知識」「発達障がい」についてのミ となる情報提供を充実させるた
として，参加しやすいミニ研修 ニ研修会を計画・実施した。 めに，研修会の内容を焦点化し
会を実施する。 たり，理解しやすい表現を用い

＜教務課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価 るように取り組みたい。また，
・昨年度作成した ①12月末までに文例の追加等を行 ①文例を追加した「道徳科文 （所見） コロナ禍でも県外の専門家を講
「道徳科」の評価 い，「道徳科」の評価文例集を 例集」を更新し，12月の職 Ａ ・昨年度と今年度で，「道徳科」 師とする公開研修会を開催し，
文例集に，文例を 更新・周知することで，道徳教 員会議で周知することがで の文例集作成の取組は終えるこ 地域の学校・園の教員が参加で
追加・修正するこ 育の推進及び評価等に資するよ きた。 とができた。 きるよう，リモート形式での研
とで，学校教育活 うにする。 修会を開催したい。
動全体を通して， 活動計画 活動計画の実施状況 ・今後は，この文例集が教育活 ・「道徳科」評価文例集の活用
道徳性を養うため ①-1 道徳教育全体計画の各目標 ①-1 各学部から文例を募集し，34の 動でどう活用されていくかにつ 度検証のため，教員アンケート
の授業づくりに資 をもとに考えられる評価の文例 文例を集めることができた。 いて留意する必要があると考え による認知度・活用度を把握し
するようにする。 について，各学部から募集する。 る。また，定期異動に合わせて たり，アンケート結果を参考に

①-2 教務課で取りまとめ，道徳 ②-2 道徳科だけではなく，各教科等 年度当初に文例集を紹介した したりして，周知及び活用の方
科以外の，各教科等を合わせた を合わせた指導や教育活動全体を り，学習の評価時期にも改めて 法を改善していきたい。
指導や，教育活動全体を通じて 通じて行う道徳の指導についての 文例集活用の案内を実施したり
行う道徳の指導についても，文 文例を追加して，文例集を更新す していきたい。
例を更新できるようにする。 ることができた。

令和２年度 学校評価（総括評価表） 徳島県立鴨島支援学校 Ｎｏ４

重点課題 重点目標 評価指標 評 価 学 校 関 係 者 評 価
◆保護者や ＜中・高等部＞ 評価指標による達成度 自己評価 総合評価 （学校関係者の意見）
地域，関係 ・学校や生徒の情 ①学校の教育活動と，その時点にお ①各クラスごとに，３回以上面
機関と連携 報の共有や発信を ける本人・保護者の教育的ニーズ 談を実施し，保護者と情報共 Ａ （所見） Ａ ・次年度の課題として記載され
や協働を図 し，保護者との連携 を把握するために，３回以上保護 有したり，ニーズを把握した ・保護者との面談につい た内容が，今年度の取組で改善
り，開かれ に努める。 者面談を実施する。 りすることができた。 ては，個別の指導計画の配付時 策や手立ての変更がなされたり
た学校づく ②生徒の特性や学習状況等につい ②個別の指導計画をもとに，各学部や 期に合わせて面談を実施したり， している。また，達成基準を昨
りを推進す て，生徒一人あたりケース会を４ 学習グループで，生徒一人あたり４ 毎日の送迎時に話したりすること 年度よりも高く設定した場合で
る。 回以上実施することで，教員間の 回以上のケース会を実施することが で情報共有と連携を深めた。特に も，数値を達成できていること

共通理解を図り，情報共有を充実 できた。 高等部では，就業体験時や進路 が評価できる。
させる。 決定に向けた面談機会が多かっ ・教育活動において，いかに保

③ホームページへの掲載を，教員一 ③教員一人につき，１回以上ホームペ た。 護者や関係機関と必要な情報を
人あたり１回以上実施する。 ージへの記事の掲載ができた。 共有するかが重要となる。学校

・様々な話合いを通して，個々の を中心に関係機関の共通理解が
活動計画 活動計画の実施状況 生徒の共通理解が進んだ。特に 進むことにより，児童生徒の支

①保護者面談を学級担任全員で行 ①通学生（家庭・病院），訪問生（家庭・ 他県出身生徒の事例では，身体 援の充実につながる。
い，生徒や保護者の情報につい 病院）の保護者と，面談や電話等で 面の現状や学習内容の焦点化， ・地域の資源を活用し，周囲を
て共有を図る。 話をして連携を図り，児童生徒の状 進路の方向性等の情報共有がで 巻き込みながら取り組むことが

況について学級・ＨＲ担任間で共有 きた。各話合いの情報は，学級担 よい結果につながるため，今後
することができた。 任を通じて保護者に伝えるととも も関係機関を十分に巻き込み，

②学部やグループでのケース会を ②各学部におけるケース会，学習グル に，教育活動の質の向上につな 児童生徒・保護者の支援に取り



計画的に実施して，学習状況等 ープ，授業担当者間で，学習状況の がった。 組んでいただきたい。
の共通理解を図り，必要に応じて 共通理解に努め，必要に応じて保護 ・教員一人一人が学校の魅力・特 ・「新しい時代の特別支援学校
保護者に報告する。 者に報告することができた。 色を発信し，学校行事や学習の様 の在り方検討委員会」では，新

③ホームページ担当者研修会で掲 ③ホームページ担当者研修会に参加し 子，作品の紹介等の記事を掲載 しい特別支援学校の在り方が報
載方法を学び，生徒の活動の様 て，ホームページの掲載方法を学ぶ できた。また，生徒自身が記事を 告され，「ダイバーシティ社会」
子や作品等をホームページに掲 ことで，教員一人一人が生徒の活動 作成する「中・高等部の部屋」を新 の形成に向けた取組が提言され
載し，情報発信を進める。 の様子や学校の取組について，魅力 設することで，生徒も積極的に記 ている。これからも鴨島支援学

や特色がより理解できるような記事を 事を発信し，地元紙のコラムにも 校の良さを発揮されながら，地
作成し，情報発信することができた。 取り上げていただいた。 域や関係機関との連携を進めて

いただきたい。

＜特別支援教育課＞ 評価指標 評価指標による達成度 自己評価
・児童生徒及び保 ①進路ニュースを年５回以上発行 ①進路ニュースを年５回定期 （所見）
護者のニーズを把 するとともに,ホームページに 的に発行し，ホームページ Ａ ・児童生徒及び保護者のニーズ
握し，関係機関と 掲載する。 で発信できた。 調査では，授業及び面談，進路希 ・学習グループや授業担当者間
の連携をすすめる 望調査を通して，丁寧な実態把握 でケース会を実施して，各生徒
とともに，地域に ②「かも先生の特別支援教育だよ ②「かも先生の特別支援教育だより」をすることに努め，必要に応じてケ の共通理解を進めることができ
おいてのセンター り」と題した特別支援教育に関 を年間５回作成し，ホームページ ース会議を実施した。 たが，次年度はさらに共通理解
的機能の推進を図 する情報を年５回程度ホームペ で特別支援教育に関する情報や助 が深まるよう準備したい。また，
る。 ージに掲載する。 言を発信できた。 ・本校の状況等については，ホー 支援方法変更時には，担当者間

活動計画 活動計画の実施状況 ムページを用いて情報発信をした で情報共有を実施したが，次年
①-1 進路ニュースを積極的に作 ①-1 作成した進路ニュースは保護者 ことで，相談支援事業者をはじめ 度は支援方法変更後の検証に取
成し，家庭に配付する。また， に配付するとともに，地域におい とする関係機関や地域の方にも り組み，学習活動の質の向上に
地域には自立支援協議会等で， てもホームページへの掲載を周知 周知を図ることができた。 努めたい。ホームページ更新は，
ホームページ掲載について周知 した。 担当制にして情報発信が定着し
を図る。 ・「かも先生の特別支援教育だ たが，今後は主体的に情報発信

①-2 進路ニュースの内容に，在 ①-2 進路ニュースでは，在校生の就 より」では，地域の声を反映し できるよう取組を進めたい。
校生の就業体験の様子や卒業生 業体験の様子や卒業生の進路状況，た内容を取り入れるとともに， ・今年度の取組を継続し，地域
の進路状況及びアフターフォロ 障害福祉サービス情報等を掲載す 読み手が分かりやすい説明を心 の声や巡回相談で訪問した学校
ーについても取り入れ，保護者 ることができた。 がけて情報発信を行った。 等の感想やニーズを踏まえ，タ
や地域の関係機関に卒業後の進 イムリーな情報をホームページ
路について周知を図る。 ・今年度は，新型コロナウィルス感 で発信し，必要に応じて巡回相

②-1 巡回相談員活動において， ②-1 障がい特性への配慮点，関係機 染症拡大防止のため，各種会議 談時に配付するなど，関係機関
地域の特別支援教育に関するニ 関との連携等について，ホームペ や公開研修会が中止となったこと や地域の方々が活用可能な方法
ーズを把握し，それらのニーズ ージに掲載して地域等へ発信する もあり，例年より周知機会が少な に取り組みたい。
に応じた情報をホームページに ことができた。 かったが，さらに多くの方に閲覧し ・自立支援協議会定例会や本校
掲載して地域等へ発信する。 ていただくために，次年度も継続し 巡回相談員が講師を務める研修

②-2 「かも先生の特別支援教育 ②-2 「かも先生の特別支援教育だよ て周知を図るとともに，掲載内容 会において，二つの情報発信内
だより」を取りまとめ，年度末 り」を取りまとめ，自立支援協議 の充実に取り組みたい。 容の周知をさらに進めたい。
に特別支援連携協議会等で配付 会等において，配付することがで
する。 きた。
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